
氏名 酒井 高正

・地理学実習（通年）
・地理学講読・調査法（通年）
・地理学卒業演習（通年）
・地域分析法（前期）
・人口情報地理学（後期）
・GIS基礎実習（前期）
・GIS基礎講座（後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・地誌学演習Ⅰ（通年）
・地誌学演習Ⅱ（通年）
・先進地域特論（通年）

授業科目

学部担当科目

　京都大学大学院文学研究科修士課程修了

　文学修士

　人口地理学、地理情報システム（GIS）

最終学歴

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本地理学会、人文地理学会、日本人口学会、地理情報システム学会、
　日本都市学会、近畿都市学会、奈良地理学会

　GISを利用した人口統計などの分析

・近畿都市学会事務局長（理事）
・人文地理学会編集委員（2010年10月まで）
・日本地理学会資格専門委員
・高の原カルチャーサロン　奈良大学地理学講座『京阪奈丘陵の地域変貌』講師
　　「関西学研都市の開発と人口変動」（2010年10月9日）
・NPO法人電子自治体アドバイザークラブ「GIS講座」講師
　　「無料GIS ソフト｢MANDARA｣の概要と基本操作」（2011年2月28日）
　　 ｢統計地図を作りGoogleEarth で見よう」（2011年2月28日）
　　「町丁別の高齢化マップを作ろう（Ⅰ）」（2011年3月14日）
　　「町丁別の高齢化マップを作ろう（Ⅱ）」（2011年3月14日）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・文学部人事委員　　　・情報処理センター運営委員　　　・ＦＤ委員（副委員長）
・ホームページ委員（地理学科ホームページのリニューアルを実施した。）
・（学校法人）ネットワーク委員　　　・サイクリング倶楽部顧問

　【研究上の特記事項】 ・小地域統計データのGISによる活用法の検討に重点を置いた。

専門分野

・授業時間外の教育活動として、下記のような巡検等を実施した。
　　情報クラス２年次対象（日帰巡検）
　　　　神戸市等―阪神淡路大震災の復興状況の調査―（2010年5月30日ほか）
　　　　生駒―宝山寺門前町、生駒市の発展、生駒山上の観光―（2011年1月16日）
　　情報クラス２年次対象（学外授業）
　　　　平城宮跡資料館「測る、知る、伝える －平城京と文化財－」（2010年12月17
日）
・日本地理学会「専門地域調査士」資格を取得した。
・日本地理学会資格専門委員として地域調査士資格の検討に参加するとともに、奈良大
学地理学科の「地域調査士」科目認定申請連絡責任者として平成23年度開講科目の科目
認定申請手続きのとりまとめを行った。

大学院博士後期課
程担当科目

通信教育部担当科
目

・地理情報システム（共同担当）
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2010年12月
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①国勢調査小地域（町丁目
別）データの無料GISによる
新しい利用法について

「政府統計の総合窓口e-Stat」から
ダウンロードできる小地域統計デー
タをGISソフトMANDARAの新バージョ
ンで処理する方法を解説した。51～
58頁。

第9回人文地理学会公開セミナー
(2009年10月17日)における講演の概
要など。65～68頁。

①第115回人文地理学会歴史
地理研究部会「Historical
GISの地平」シンポジウム

2010年7月

「都市研究」第10号


